
令和４年度 第１回 諏訪区地域協議会 

次 第 
 

                      日時：令和 4年 6月 17 日(金) 午後 7時から 

                      会場：諏訪地区公民館 集会室 
 

                                   延べ 1時間 20 分 

１ 開  会                                   
                                      【 5 分】 

 

 

 

 

２ 議  題                                   
 ⑴ 報告事項 

  ○ 地域自治推進プロジェクト及び令和 4年度の地域協議会の取組等について  【20 分】 

 

 

 

 

 

 ⑵ 自主的審議事項 

  ○ 二貫寺の森の活用について 

   1) 意見交換会の振り返り                        【15 分】 

 

 

 

 

 

   2) 自主的審議の方向について                      【30 分】 

 

 

 

 

 

 ⑶ その他                                 【5 分】 

 

 

 

３ そ の 他                                   
 ⑴ 次回開催日の確認                            【5 分】 

   ➢ 日時 … 令和４年  月  日（ ） 午後 時から 

   ➢ 会場 … 諏訪地区公民館 集会室 

   ➢ 内容 … 自主的審議について 

 

 

 ⑵ その他 

 

 

４ 閉  会                                   



地域自治推進プロジェクト及び令和 4年度の地域協議会の取組等について 

 

◎ 令和 4年度に地域協議会による取り組みをお願いする事項 

地域の活力向上を目指して、次の 2点をお願いします。 

①「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）の提案」や

「意見書の提出」、「地域内での課題解決」に向けて、自主的審議に

よる議論を進めていただく。 

②「地域活性化の方向性の作成」に着手いただく。 

 

１ 市長公約プロジェクト「地域自治推進プロジェクト」について（説明事項） 

 

・地域自治推進プロジェクトの概要     資料 1 

 

 

 

２ 令和 4年度に地域協議会から取り組んでいただきたい事項（お願い事項） 

 

① 取組の進め方       資料 2 

 

 

② 自主的審議について      資料 3、4、5 

 

 

③ 「地域活性化の方向性」の作成     資料 6 

 

 

 

 

 

配布資料 

・資料 1 公約プロジェクト 1 地域自治推進プロジェクト 

・資料 2 【令和 4年度】地域協議会から取り組んでいただきたい事項 

・資料 3 令和 4年度の自主的審議の流れ 

・資料 4 「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）」の手順例 

・資料 5 平成 30 年度頸城区地域協議会から提案のあった事業提案書（写し） 

・資料 6 各地域協議会による「地域活性化の方向性」の作成について 



地域自治推進プロジェクト 【地域の活力向上を目指して…】

・地域のことは地域で決めて、地域で実行する地域自治の仕組みの強化を目指す。

プロジェクト

１

・「住民同士の支え合い」や「活気を生み出す」ような自治
区単位での自主的な活動がなかなか広がらない

その要因 ⇒活動を企画・実行する人材の確保が困難
⇒地域自治区制度の下で、地域の課題を拾

い上げ、地域や市に対して解決策の提案
まで到達する事例が限定的

≪現状に対する課題認識≫ ≪課題解決の方向性≫

・地域と市が一緒になって話合い、市内各所の多様な
資源をいかしながら地域の活力を高めていく取組を実現

・どうやって 「地域のことを地域で実行できる取組」を生み出していくか
・どうやって 「地域の人材」を取り込むか
・どうやって 「地域のニーズ」を把握していくか

≪検討の観点≫

・現状のまま推移した場合の課題の深掘り

・合併後20年を迎えようとする今、20年後
の将来を見据えた「理想的な姿」の考察

・実現するためのロードマップの策定

≪検討の展開順序≫

・地域自治の活動を活性化する予算
⇒ 【事業の検討・提案方法、評価方法】

・地域の活動団体 ⇒ 【公益的活動の充実】
・地域協議会 ⇒ 【役割の再整理】
・総合事務所、まちづくりセンター

⇒ 【地域との関わり方】
・区域 ⇒ 【設定の考え方の再整理】

≪検討事項・論点例≫ ≪検討方法≫

・総合事務所、まちづく
りセンターを含む庁内
での協議

・地域協議会や住民組
織など活動団体への
ヒアリングと協議

・他自治体の事例調査

※スピード感の異なる検討
課題に対しては、緊急性
に応じて柔軟に対応

≪最終目標≫

※現状の運用も含め、しっかりと時間
をかけた議論・検討

※制度を運用していくことを見据えた
丁寧な制度設計と合意形成

地域に住み続けることに誇りと愛着を持ち、
市民生活の満足感の高揚や質の向上が図られる取組を生み出した状態

公約

資料1



年度
令和4年度

令和5年度 令和6年度以降
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

①自主的審議

地域を元気にするた
めに必要な提案事業

意見書の提出

地域内で課題解決

②地域活性化の
方向性の作成

年度
令和4年度

令和5年度 令和6年度以降
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

地域独自の予算
(予算要求の仕組み)

【令和4年度】地域協議会から取り組んでいただきたい事項

[市] 地域と事業
検討・R6予算編成

[地域]事業検討

自主的審議事項（継続審議・課題の抽出～テーマ決め～課題解決に向けた検討等） ※令和5年度以降に 解決を図るもの

「地域独自の予算（予算要求の仕組み）」は、市が令和4年度中に制度設計を行います

[市] 制度確定

[市] 提案内容の審査～予算要求～議決
事業提案に向けた検討
(地域協･地域団体･市)→提案

[市] 対応検討～予算要求(必要に応じて)～議決
意見書の内容の検討

→ 意見書提出

[地域] 取組着手

[市] 事業実施

[市] 事業実施

意見交換と合意形成
(地域協､住民組織､地域団体等)

[市]庁内検討

【凡 例】

地域協議会
地域団体等
市【参考】市で取り組むこと

自主的審議事項（同上）

※

自
主
的
審
議
の
進
捗
に
応
じ
て [地域] 課題解決に向けた取組に着手

地域団体等への
働きかけ

※自主的審議と並行して作成した方が効率的な場合、9月末を 目途に作成

※その他、通年適時の事業として、諮問・答申や委員研修の実施、地域協議会だよりの発行等があります。

①「元気事業の提案」や「意見書の提出」、「地域内での課題解決」に向けて、自主的審議事項による議論を進めていただく。
②「地域活性化の方向性の作成」に着手いただく。

※地域、市の検討状況によっては12月補正等へ前倒し

※令和4年度内での取組内容の取りまとめ等を図るもの
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地域の活力向上を目指して、主に次の2点をお願いします。

【スケジュール】

[市]・[地域]
事業実施

作成に着手

作成に着手 ※自主的審議の状況を踏まえて、令和4年度中に作成に着手、完了期限は設けない[市]
作成依頼

ﾊﾟﾀｰﾝ①

ﾊﾟﾀｰﾝ②

ﾊﾟﾀｰﾝ①

ﾊﾟﾀｰﾝ②



令和 4年度の自主的審議の流れ 
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「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）」の手順例

地
域
協
議
会

市

地
域
団
体
等

自主的審議を進めた中で、地域団体等（取組を実施する団体）の参画により課題の解決を図ろうとした時、地域協議会だけではなく、
市の協力も必要となる事柄（人材面、資金面、制度の運用面など）が想定される場合、「元気事業」の提案に向けた協議を開始する。

元気事業の条件、意見書との違い

☆地域住民や地域団体等との意見交換を通じて把握した課題への対応であること → 協議会のみで検討された課題は原則対象外
☆地域団体等が主体的に取り組む事業であること → 市だけに事業を依頼するものは意見書
☆事業提案に向けた検討の段階から、市が協議に加わる → 市が加わることで、提案事業の実現性、実効性を高める

当年度＞＞＞＞＞ （9月目途）

提
案
書
提
出

提
案
書
受
領

庁
内
協
議

回
答
書
作
成

回
答
書
受
領

予
算
編
成

議
決･

予
算
確
定

取
組
実
施

回
答
内
容
共
有

回
答
内
容
共
有

成
果
の
検
証

翌年度以降＞＞＞

協
議
に
参
画

協
議
に
参
画

実
施
主
体
の
調
整

市
関
係
課
と
連
携

事
業
内
容
協
議

意
見
交
換
参
加

事
業
提
案
書
の
提
出
に
向
け
た
協
議

提
案
書
完
成

地
域
が
自
ら
実
行
す
る
事
柄
と
市

へ
求
め
る
支
援
等
（
人
材
・
財
政

支
援
、
制
度
改
正
等
）
の
検
討

事業提案書の取りまとめ

取組の実施に向けた
具体的な検討

取組の実施に向けた
具体的な検討

取組の実施に向けた
地域団体等と連携・調整

【参考】頸城区における元気事業の実施例

・頸城区観光協会設立（市は補助）
・ビジターセンターの観光施設としての利用促進

・釣り並びにキャンプ場有料化と管理事務所設置
・小池周辺の桜の整備

・大池第3キャンプ場の駐車場の拡張
・大正山の整備

・雁金城跡周辺の整備（別事業で対応）

資料4



101510
テキストボックス
資料5







各地域協議会による「地域活性化の方向性」の作成について（お願い） 

 

１ 「地域活性化の方向性」の作成目的 

地域協議会による地域の活力向上に向けた議論を進めるに当たり、委員間の認識の共有はもと

より、地域協議会と市の認識の共有を図るとともに、市の取組の企画の参考としたいことから、

地域において特に重視したいこと、大切にしたいことを、各地域協議会において「地域活性化の

方向性」として作成するもの 

◎用  途 ⑴自主的審議、元気事業、意見書、地域への働きかけの取組における、各地域 

協議会及び総合事務所、まちづくりセンターの共通認識 

⑵市の取組の企画の参考とする考え方 

◎作成主体 各地域協議会 

２ 「地域活性化の方向性」の作成の着手時期 

各地域協議会において、令和 4 年度に地域活性化の方向性の作成を始めるようお願いします。 

３ 「地域活性化の方向性」の内容 

・幅広い分野（地域資源・産業・観光・農業・自然・風土等）の中から、各区の個性や特性をい

かすことで、地域の活性化につなげるもの。 

・地域の課題解消や現在の状態をさらに良くすることで、地域の活性化につながるもの。 

・方向性の構成要素は、おおむね 1～5つ程度で作成願います。 

※全区で作成し、市民からも見ていただくため、一定の分かりやすさを必要とすることから、構

成、書きぶりについて、下記の基本形に沿って作成願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「地域活性化の方向性」の作成後の取扱い 

⑴ 各地域協議会の自主的審議のテーマの選定、元気事業や意見書の内容等を制限するものとは

しません。 

⑵ 他の団体等が作成した既存の地域の計画等（まちづくり計画、農業振興に関する計画等）を

妨げるものとはしません。※協力して取り組むことで互いが良い方向に進める事項については、

積極的な連携を考えていくことが想定されます。 

⑶ 地域協議会による作成とするため、市全体の方針や考え方と異なる方向性（構成要素含む）

の作成も可能ですが、そのような内容とする場合は、市の一体性の確保や公益性との間で整合

を図ることができないことから、その方向性に基づく取組を市が行うことは困難です。 

５ 「地域活性化の方向性」の作成手順  ※令和 4年度に次の①②を開始 

①各事務局から地域協議会へ作成を依頼 

②各地域協議会で作成（例：2～4 回（アイデア出し 1～2 回、話し合い 1～2 回、まとめ 1 回な

ど）。会議の後半の時間などを使って） 

③完成 

≪○○区の地域活性化に向けて≫ 

○構成要素 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・雪のある暮らしの魅力の発信 

・雪をいかした企画の実施 

・雪室を活用した特産品の企画 

・冬期間の安心安全な暮らしの推進 

資料 6 

○○区の□□□□という個性（強み、特性）をいかして、△△△△△△ます。 

 

 

暮らす人や訪れる人の地域への愛着を育み 

豊富な雪 
【基本形】 



（検討資料）二貫寺の森の活用に向けて 

 

  １ 地域協議会が考える”目指す状態” 
 

  ○ 二貫寺の森が、いろいろな人に認知されている状態 

  ○ 二貫寺の森に、地域外の人も含めたたくさんの人が訪れる状態 

  ○ 二貫寺の森で、いつでも人が（遊んで）いる状態 

 

 

  ２ 取組案（未調整のアイディア） 

   ⑴ イベント開催 

    ① 子ども向け  ➢ 高齢者が昔の遊びを教える。（竹とんぼ、パチンコ、竹馬 など） 

    ② 大人等向け  ➢ レジャー（バーベキュー、星空観察、キャンプ など） 

             ➢ 婚活イベント 

    ③ 住民等向け  ➢ 環境整美を目的としたイベント 

    ④ 一般向け   ➢ アウトドアクッキングやクラフト（工芸）等 

             ➢ 写真撮影イベント（SNS での認知拡大に期待） 

             ➢ ウォーキング、トレッキング等 

             ➢ ドッグランとして開放 

 

   ⑵ 環境の整美   ➢ 子ども会、敬老会、各種団体等によるクリーン活動 

 

   ⑶ 施設の整備   ➢ 園路のぬかるみ対策 

             ➢ 飯田川を眺められるポイントの設置 

             ➢ 公園化 

             ➢ キャンプ施設の整備 

             ➢ ロードレース、ランニングコース等の整備 

             ➢ 民間事業者による食事処、温浴・宿泊施設の設置 

 

   ⑷ 課  題    ➢ 二貫寺の森についての情報発信の不足 

             ➢ 害獣・害虫対策（イベント開催の場合など） 

 

 

 

 

  ３ 意見交換会における関係団体の意見（主なもの） 
 

  【利用促進－周知】 

   ・ 自然観察会に参加できない子どものために、小・中学校の図書室に二貫寺の森の資料

（冊子等）を置き、興味を持ってもらってはどうか。 

   ・ ギガスクール構想により子どもたちは iPad を持っており、自分で情報を得ることがで

きるため、行ってみたいと思えるような Web サイトを作ればよいのではないか。 

   ・ 認知されるようにするため、入り口の場所を示す大きな看板や、施設のこと（自然環境

保全地域であること）が分かるような看板を設置してはどうか。 
 

  【利用促進－環境整備】 

   ・ 草だらけでは誰も森に入らない。開放期間中は、いつでも森に入れるよう園路が整備

（草刈り）されているとよい。 

   ・ マナーを守ってキャンプをしたり、自然の中で活動できるような環境（設備や遊具）が

確保できれば、子どもや保護者、地域の人にも活用してもらえると思う。 

   ・ 貴重な植物や自然を保全しながら利用してもらうには、保護すべきエリアと開発して

もよいエリアを区分けしながら取り組めばよいのではないか。（二貫寺の森のセールス

ポイントが必要） 

   ・ 一番気になったのは、森が藪化していることである。藪になっていては子どもを安心し

て遊ばせることはできない。 

   ・ あまり人が来ないところに、大きな投資はできないと思う。 
 

  【利用促進－その他】 

   ・ 小・中学校で二貫寺の森に活動に来る際のバス代等を支援する仕組みがあれば、学校の

利用が増えるのではないか。 
 

  【環境保全】 

   ・ 森の単純化・藪化が進んできており、貴重な植物や野鳥にとって適さない環境になって

きていると思う。手を入れ、活用しながら維持することが理想ではないか。 

 

  ■ 自主的審議の方向（意見交換会を踏まえて） 

   ○ 活用促進策の方向は？ 

    ・ 

 

    ・ 

 

    ・ 
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配分額（A） 超過額（B-A） 消化率(B/A) 事 業 費 の 合 計 4,089千円

4,700千円 △756千円 84% 補 助 希 望 額 の 合 計 3,944千円（B）

事業費
補助

希望額

諏-１
移住促進諏訪の

会活動事業
147 147

諏-２
未楽来すわ活動

事業
161 160

諏-３
諏訪の里づくり

活動事業
1,934 1,822

諏-４
すわっ子わくわ

く事業
979 947

諏-５
芳澤謙吉翁顕彰

事業
868 868


(単位：千円)

すわっ子クラブ

諏訪地区児童の居場所づくりと健全育

成を図るため、地域の団体等と連携

し、年間を通じて学習会や自然観察

会、ハロウィンパーティーなどを開催

する。

芳澤謙吉翁顕彰会

地元出身の外交官である芳澤謙吉翁に

ついて学ぶことを通じ、住民が地域へ

の誇りと愛着を持てるようにするた

め、芳澤謙吉翁に関する講演会を開催

するほか、記念公園の整備等を行う。

移住促進諏訪の会

定住人口の増加による地域の活性化と

団結力の向上を図るため、地域の魅力

を地区内外に発信し、移住者の増加に

つなげるほか、住民の地域への愛着の

育成に取り組む。

“明日の上越・諏訪を

創る会”未楽来すわ

諏訪地区の魅力発信により地域の活性

化に寄与するため、地域住民の協力の

もとヒマワリの植栽やはさ木並木の保

全に取り組むとともに、地域の文化的

な活動を再発見する講座・研修会等を

開催する。

諏訪の里づくり協議会

地域住民の融和と連帯感の醸成により

地域の発展を図るため、健康推進活動

や学校と連携した文化・スポーツ振興

に取り組むほか、くびき野諏訪ホーム

ページの運営を行う。

令和４年度　地域活動支援事業 提案受付一覧

【諏訪区】

事業

番号
事業名 団体名 事業内容の概要

事業費等

1/1



参考資料

地域活動資金の配分額： 4,700千円

公益性 必要性 実現性 参加性 発展性 計

○：9人 ○：9人 平均点 4.2 3.9 4.3 4.6 4.0 21.0

×：0人 ×：0人 (最高点) (5) (4) (5) (5) (5)

0% 0% (最低点) (3) (3) (3) (3) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 4.3 4.2 4.0 3.6 4.3 20.4

×：0人 ×：0人 (最高点) (5) (5) (5) (4) (5)

0% 0% (最低点) (3) (4) (2) (3) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 3.8 3.9 4.2 3.4 4.0 19.3

×：0人 ×：0人 (最高点) (5) (5) (5) (5) (5)

0% 0% (最低点) (2) (3) (3) (2) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 4.1 3.8 4.1 3.8 3.4 19.2

×：0人 ×：0人 (最高点) (5) (5) (5) (5) (5)

0% 0% (最低点) (3) (3) (3) (3) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 3.9 3.7 4.1 3.8 3.7 19.2

×：0人 ×：0人 (最高点) (5) (4) (5) (5) (5)

0% 0% (最低点) (3) (3) (3) (2) (3)

4,087,589 3,944,000 － 0 － 3,944,000 －

順位
事業
記号
番号

事業名

事業費 補助希望額

(A)
提案団体名

基本審査

868,000 868,000

1

4 諏-5
芳澤謙吉翁顕
彰事業

芳澤謙吉翁顕
彰会

2 諏-1
移住促進諏訪
の会活動事業

移住促進諏訪
の会

3 諏-2

合計

1,933,760 1,822,000

優先採
択方針

共通審査基準

諏-3
諏訪の里づく
り活動事業

諏訪の里づく
り協議会

未楽来すわ活
動事業

“明日の上
越・諏訪を創
る会”未楽来
すわ

160,033 160,000

147,000 147,000

978,7965 諏-4
すわっ子わく
わく事業

すわっ子クラ
ブ

上位
との
点差

減額の場
合、その
調整内容

審査
結果

補助額
(A-B)

【参考】
配分残額左の額

(B)

- － 0
希望額で
採択

1,822,000 2,878,000

0.6 － 0
希望額で
採択

147,000 2,731,000

1.1 － 0
希望額で
採択

160,000 2,571,000

0.1 － 0
希望額で
採択

868,000 1,703,000

0.0 － 0
希望額で
採択

947,000 756,000947,000

評価結果

令和４年度 地域活動支援事業 審査結果一覧 【諏訪区】


